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要支援認定者に対する「介護予防訪問介護（ホームヘルプ）」と「介護予防
通所介護（デイサービス）」が総合事業に移行し、段階的に多様な主体に
よるさまざまなサービスを提供します。

総合事業を利用して、介護予防に取り組みましょう！

これまでと同じように利用でき
ます。（介護認定が必要です）

◆この事業は、サービス利用手続きの一部が簡素化され、介護認定を受
　けずに基本チェックリスト（生活状況の質問票）などの実施の結果、支
　援が必要と認められる場合、サービスを利用できます。
◆現在、訪問介護、通所介護を利用している要支援１・２の人は、認定
　の更新時期に合わせて心身の状態に応じたサービスを利用します。

介護予防・日常生活
支援総合事業

訪問介護（ホームヘルプ）
通所介護（デイサービス）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

平成29年
４月から

　 ・志賀町地域包括支援センター　☎32-9132　（健康福祉課）

今田地区住民の集い10年以上続く
地域住民の集い

　
こんにちは　地域包括支援センターです。 町内各地のさまざまな町内各地のさまざまな

介護予防の取り組みを紹介！介護予防の取り組みを紹介！

▲地域住民の大切な憩い
の場として、皆で協力
し合い、集まっている

今
田
集
会
所
で
行
わ
れ

て
い
る
「
今
田
地
区
住

民
の
集
い
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

10
年
程
前
か
ら
、
地
区
住

民
の
集
い
の
場
と
し
て
、
午

後
２
時
か
ら
４
時
半
ま
で
、

毎
日
、
集
会
所
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
鍵
や

電
気
の
当
番
を
し
、
地
区
住

民
に
と
っ
て
大
切
な
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
31
日
㈫
に
は
、
７
人

が
集
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
た

つ
を
囲
ん
で
、
健
康
や
家
族

に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
毎
日

開催：毎日 午後２時から４時半
場所：今田集会所

来
て
い
る
と
は
思
え
な
い
程
、

話
に
花
が
咲
き
、
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。

　

参
加
者
は
、「
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
こ
と
は
な
い
」、

「
た
だ
こ
う
し
て
寄
っ
と
る
だ

け
」
と
話
し
ま
す
が
、
自
宅
か

ら
集
会
所
ま
で
歩
く
、
集
会

所
に
行
く
た
め
に
雪
ど
け
を

す
る
、
年
末
に
は
集
会
所
の

窓
ふ
き
や
大
掃
除
を
行
う
な

ど
、
こ
の
集
い
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
区
住
民
の
介
護

予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
田
地
区

に
根
付
い
た

こ
の
集
い
が

こ
れ
か
ら
も

続
く
と
い
い

で
す
ね
。

平成29年３月31日まで 平成29年４月１日から

移  行

その
まま
継続

予防給付
要支援１・２の認定を受けてい
る人に提供される介護サービス

 訪問看護・福祉用具貸与など
 （下記以外のサービス）

訪問介護（ホームヘルプ）
通所介護（デイサービス）

〈サービス移行のイメージ〉
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

文

芸

教
室

海
山
を
越
え
て
持
ち
込
む
鳥
イ
ン
フ
ル　

林　

ち
よ
子

登
り
降
り
坂
を
越
え
て
も
待
つ
苦
労　
　

池
田　

洋
子

な
ま
け
者
破
れ
た
障
子
が
気
に
な
っ
て　

三
井
か
ほ
里

変
わ
り
行
く
景
色
に
浮
か
れ
外
に
出
る　

小
松　

康
子

飛
び
越
し
て
一
歩
足
り
な
い
老
い
の
足　

川
上　

富
子

破
れ
て
も
ま
だ
着
る
つ
も
り
老
い
の
欲　

芝
山　

照
子

入
退
院
や
っ
と
越
せ
た
よ
八
十
路
坂　
　

西
尾　

海
春

60
年
夫
婦
で
今
は
空
気
越
え　
　
　

み
や
み
ち
さ
か
し

歳
だ
け
は
越
し
た
が
越
せ
ぬ
親
の
壁　
　

古
森　

真
猿

藪
蛇
を
隠
し
た
結
果
地
位
破
る　
　
　
　

髙
島　

和
子

田
や
畑
に
掟
破
り
の
イ
ノ
シ
シ
が　
　
　

柴
田　

政
行

時
越
え
て
原
発
事
故
で
人
が
減
る　
　
　

赤
崎　

が
な

西
浦
川
柳
会

受賞者の皆さん受賞者の皆さん

専明寺（今田）専明寺（今田）

西来寺（末吉）西来寺（末吉）

意見発表した児童生徒意見発表した児童生徒

展示に見入る来場者展示に見入る来場者

舘開嫁ほめ詞舘開嫁ほめ詞

学びあい   心豊かな   まちづくり

病
む
犬
を
看
取
り
て
今
日
の
雪
時
雨　
　

上
野　

末
子

寒
海
苔
や
磯
の
香
り
を
惜
し
げ
な
く　
　
　
　

〃

子
の
ご
と
く
吾あ
こ子

に
手
引
か
る
凍い

て
の
道　

北
谷　

芳
子

山
茶
花
や
主
な
き
庭
に
色
そ
え
て　
　
　
　
　

さ
ち
こ

冬
籠
り
友
と
こ
も
ご
も
長
電
話　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

懐
し
き
句
誌
を
座
右
に
春
を
待
つ　
　
　
　
　

ま
つ
い

弟
と
楽
し
く
電
話
話
す
る

　

合
う
約
束
し
指
折
数
え　
　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

春
う
ら
ら
初
誕
生
の
ひ
孫
来
て

　

傅
い
歩
き
の
笑
顏
た
の
も
し　
　
　
　
　
　

智　

子

地
区
忘
年
溢あ
ふ

る
る
笑
顔
集
ひ
来
て

　

老
若
男
女
交
え
て
楽
し　
　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

朝
ド
ラ
の
ジ
ャ
ズ
喫
シ
ー
ン
青は
る春

憶お
も

う

　

隠
せ
学
帽
カ
ウ
ン
タ
下
に　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

粉こ

雪
舞
い
庭
の
木
々
ゆ
れ
寒
椿

　

ヒ
ザ
さ
す
り
つ
つ
春
の
日
を
待
つ　
　
　
　

志
津
江

第 63回 
文化財防火デー

大切な文化財を
火災から守る！

　

１
月
29
日
㈰
、
志
賀
町
文
化

ホ
ー
ル
で
志
賀
町
生
涯
学
習

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

各
分
野
で
尽
力
し
、
町
の
生
涯

学
習
の
推
進
に
貢
献
し
た
３
人

に
志
賀
町
生
涯
学
習
功
労
者
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
中
高
校

の
児
童
生
徒（
芳
野
奏
俊
さ
ん
、

磯
大
毅
さ
ん
、東
山
舞
郁
さ
ん
、

橋
本
佳
奈
さ
ん
、宅
田
瑛
さ
ん
、

岡
部
裕
香
さ
ん
）
が
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
着
付
け
教
室
の
皆
さ
ん

が
、
着
付
け
を
実
演
披
露
。
ま

た
、
い
し
か
わ
文
化
活
動
支
援

事
業
の
発
表
と
し
て
、
地
元
保

存
会
の
皆
さ
ん
が
、
舘
開
嫁
ほ

め
詞
（
志
賀
町
無
形
民
俗
文
化

財
）
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
１
階
で
中

甘
田
草
木
染
教
室
、
切
り
絵
教

室
、
篆
刻
教
室
、
ジ
ュ
ニ
ア
版

画
教
室
、
草
木
染
め
教
室
（
熊

野
工
芸
工
房
）、
土
田
公
民
館

版
画
教
室
（
版
風
会
）、
園
芸

ク
ラ
ブ
、
マ
ナ
ー
教
室
、
の
と

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
土
田
の
郷
写

真
展
を
、
２
階
で
こ
ど
も
茶
道

教
室
に
よ
る
お
も
て
な
し
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
、志
賀
高
等
学
校
教
育
活
動
、

わ
が
家
の
ふ
れ
あ
い
ア
ル
バ
ム

を
展
示
し
、
多
く
の
町
民
が
鑑

賞
し
て
い
き
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
受
賞
者
】

　

深
美
そ
の
ゑ
氏（
大
福
寺
）

　

西
尾　

善
春
氏（
赤
崎
）

　

船
登　

輝
久
氏（
高
浜
町
）

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１-１　志賀町教育委員会  生涯学習課まで　※毎月３日までにお送りください。

　

１
月
22
日
㈰
、
文
化
財
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
田
の
専せ

ん

明み
ょ
う
じ寺
に
今
田
地
区

住
民
、
志
賀
消
防
署
富
来
分
署
、

稗
造
分
団
な
ど
約
60
人
が
集
ま

り
、
落
雷
で
の
出
火
が
強
風
で

薬
師
堂
に
延
焼
し
た
と
想
定

し
、
放
水
手
順
を
確
認
し
ま
し

た
。専
明
寺
の「
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
」

は
、
町
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

末
吉
の
西さ

い
ら
い
じ

来
寺
で
は
、
末
吉

地
区
住
民
、
志
賀
消
防
署
、
堀

松
分
団
な
ど
約
30
人
が
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。
西
来
寺
の「
西

来
寺
梵ぼ

ん
し
ょ
う

鐘
」
は
、
町
指
定
文
化

財
に
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
文
化
財

へ
の
愛
護
と
防
火
意
識
を
高

め
、
地
域
の
宝
を
守
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
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春の火災予防運動週間中の消防行事

■　

平
成
28
年

　

火
災･

救
急･

救
助
の
概
要

　

平
成
28
年
中
の
志
賀
町
の
火

災
件
数
は
９
件
で
し
た
。

　

し
か
し
、
羽
咋
市
は
３
件
、

宝
達
志
水
町
は
５
件
で
、
昨
年

に
続
き
、
志
賀
町
が
最
も
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
賀
町
の
火
災
件
数
９
件
を

火
災
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
建

物
火
災
が
７
件
、
林
野
火
災
が

１
件
、
そ
の
他
火
災(

※)

が
１

件
で
し
た
。
火
災
に
よ
る
負
傷

者
は
３
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
出
火
原
因
を
み
る
と
、

た
き
火
、
電
灯･

電
話
な
ど
の

配
線
が
各
２
件
、
配
線
器
具
、

た
ば
こ
、
コ
ン
ロ
、
雷
、
不
明

が
各
１
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
志
賀
町
の
救
急
出
動

件
数
は
８
７
４
件(

前
年
比
85
件

増
加)

、
搬
送
人
員
数
は
８
２
３

人(

前
年
比
65
人
増
加)

で
し
た
。

ま
た
、
救
助
出
動
件
数
は
13
件

(

前
年
比
１
件
増
加)

で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
救
急
車
の
適
正

利
用
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
そ
の
他
火
災
と
は･･･
建
物･

林
野

･

車
両･

船
舶
お
よ
び
航
空
機
の
各

火
災
種
別
に
該
当
し
な
い
火
災
。

【住宅用火災警報器の維持管理について】
住宅用火災警報器は、火災が発生したとき
きちんと作動しなくてはなりません。日頃
から点検とお手入れをしておきましょう。

◆点検の方法
・本体の「ボタンを押す」か「引きひもをひく」ことで、警
報音がなるかどうか、定期的に点検しておきましょう。
・実際の警報音がどんな音か、家族で確認しておきましょう。

◆お手入れの仕方
・汚れが付着したら、家庭用中性洗剤を浸して十分に絞った
布で軽くふき取ってください。

※ベンジンやシンナーなどの有機溶剤の使用や水洗いは絶対にしない！

◆音が鳴らない場合は…
・電池がきちんとセットされているか確認してください。古
くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知し
なくなることがあり危険です。設置から 10 年を目安に交
換することをお奨めします。

火災・救急・救助は 119 番　問志賀消防署　☎ 32-1776　富来分署　☎ 42-1211

火災予防運動春春
のの

３月20日月～26日日

火災が発生しやすい季節です。
防火を心掛け、尊い生命や財産を
奪う火災を防ぎましょう。

日時：３月 18 日㈯　９:00 ～
場所：志賀町防災公園多目的広場

日時：３月 20 日（月・祝）　10:30 ～
場所：増穂浦ショッピングモール アスク
出演：増穂少年八幡太鼓

防災ヘリ
合同訓練

防火太鼓

地　域　安　全　ニ　ュ　ー　ス

羽咋警察署・羽咋郡市防犯協会連合会（☎ 22-4970）

ハク太郎太郎郎郎

　

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野

焼
き
を
す
る
人
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

野
焼
き
は
、
煙
や
臭
い
が

付
近
住
民
の
迷
惑
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
環
境
に
有
害
な

物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
た
め
、
本
人
が
想
像
す

る
以
上
に
燃
え
広
が
っ
て
山

火
事
な
ど
火
災
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

野
焼
き
禁
止
の
例
外
は
、

農
業
者
に
よ
る
稲
わ
ら
な

ど
の
焼
却
（
廃
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
を
除
く
）、
煙
の
量
や
臭

い
な
ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
程
度
の
軽
微
な
た
き

火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
で
す
。
ま
た
、
農
業
者

の
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
庭
の

剪
定
枝
な
ど
と
一
緒
に
燃
や

す
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。「
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
し
、
ま
た
は

こ
れ
を
併
科
す
る
」
と
法
律

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
自
治
体
の
発
行

す
る「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」に

従
っ
て
分
別
し
た
上
、
指
定

さ
れ
た
日
に
、
ご
み
の
集
積

場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

野焼きは厳禁 !


